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大田区長 就任記者会見

令和５年度大田区補正予算案（第１次）について

大 田 区

令和５年５月16日
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１

２

３

就任あいさつ

令和５年度大田区補正予算案（第1次）

その他
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１

１ 子育て・教育を充実し、子育て世代に選ばれる「おおた」を実現

２ 「おおた」の「都市力」、「魅力」を向上

３ あらゆるリスクに備え、安心・安全を実感できるまちづくり

４ 一人ひとりが輝く健康と福祉のまちづくり

５ 成長戦略 経済と環境が両立する持続可能なまちづくり

６ 行政DXを推進し、わかりやすい、使いやすい、優しい「おおた」に

日本大学法学部卒

大田区議会議員（３期10年）

東京都議会議員（６期16年）

昭和33年６月29日生



令和５年度補正予算案(一般会計第１次)については、以下の視点に基づき予算を計上

 区政の継続性を重視した当初予算に加え、

社会経済状況等を勘案し、時期を見定め計上する事業に係る予算

 社会経済状況を踏まえた物価高騰対策に資する予算

 国の物価高克服に向けた追加策や東京都の動向等に速やかに対応するための予算

 当初予算編成後に生じた状況の変化に速やかに対応するための予算

１ 補正予算編成の基本的な考え方

２ 財政規模

(1)補正予算の規模 (2)補正予算の財源単位：百万円 単位：百万円
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２

区分
当初
予算額

今回
補正額

補正後
予算額

一般
会計

314,769 6,214 320,983

区分
今回
補正額

一般財源
特定財源

国・都
支出金

その他

一般
会計

6,214 1,603 4,600 11
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※端数処理の関係で合計が合わない場合があります。

３ 一般会計歳出 補正後予算額

款 補正後予算額 構成比

議会費 1,127,343 0.4

総務費 46,212,236 14.4

福祉費 167,354,068 52.1

衛生費 12,043,629 3.8

産業経済費 6,707,755 2.1

土木費 20,742,956 6.5

都市整備費 9,682,485 3.0

環境清掃費 11,838,406 3.7

教育費 42,658,840 13.3

公債費 1,845,095 0.6

その他 770,298 0.2

合計 320,983,111 100.0

議会費

0.4%

総務費

14.4%

福祉費

52.1%衛生費

3.8%

産業経済費

2.1%

土木費

6.5%

都市整備費

3.0%

環境清掃費

3.7%

教育費

13.3%

公債費

0.6%

その他

0.2%

歳出総額

3,209億8,311万1千円

単位：千円、％
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Ⅰ 物価高騰対策に
資する予算

Ⅱ 区政の継続性を
重視した予算

Ⅲ ポストコロナを
見据えたにぎわい事業
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Ⅰ 物価高騰対策に資する予算

社会経済状況を踏まえた物価高騰対策に資する予算

⇒ “地方創生臨時交付金”などを財源として活用
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18億8 ,614万5千円

家計負担が増している子育て世帯を支援し、
子どもたちの健やかな成長を守ります。

1億4 ,511万9千円

物価高が継続している状況を踏まえ、
保育施設や私立幼稚園に対し、良質かつ安定した
サービスを提供できるよう、給食費などの経費を
補助します。

【物価高騰対策に資する予算】

ー学校給食費の無償期間ー
令和5年6月分から令和6年3月分まで
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2億7 ,767万4千円

➢入所系サービス 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等

➢通所系サービス 生活介護、放課後等デイサービス、通所介護等

➢訪問系サービス 訪問介護、訪問看護等

・障害福祉サービス事業所等に対する支援

・介護サービス事業所等に対する支援
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27億3 ,363万4千円

6億1,061万9千円

支給額：１世帯あたり３万円を給付

食費等の物価高騰に直面し、特に影響を受ける低所得の子育て世帯に対し、
児童一人あたり、一律５万円を支給します。

令和5年度大田区電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

・住民税非課税世帯向け （プッシュ型給付、申請書による給付）

・家計急変世帯向け （申請書による給付）

・低所得のひとり親世帯向け（プッシュ型給付、申請による給付）

・その他低所得の子育て世帯向け（プッシュ型給付、申請による給付）
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Ⅱ 区政の継続性を重視した予算
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4 ,038万4千円

160万円

出産後に支援を必要とする全ての産婦が、所得の状況に関わらず産後ケア
事業を利用する環境を整えるため減免支援への補助を拡充します。

【区政の継続性を重視した予算】

超音波検査について、４回分まで助成を拡充し、妊婦の経済的負担の
軽減を図ります。
また、低所得の妊婦の初回産科受診料を助成し、妊娠の兆候がある方の

経済的な理由での受診控えを防ぎます。

利用者負担額：訪問型 ￥500/回
：日帰り型 ￥1,500/回
：宿泊型 ￥2,500/日
※利用者負担額はこれまでの半額
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853万9千円

本年10月から、通所している保育所等で急な体調不良が生じた際に、
病児保育施設への送迎サービスを実施します。

保育所等から病児保育施設への送迎費用のうち保護者負担については、
1,000円を上限とします。
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1億4 ,737万7千円

帯状疱疹ワクチン接種は任意接種のため全額自己負担となっています。
今後、コロナ禍前のように社会活動の再開が期待されますが、安心して生
活を送っていただくためにも、区は帯状疱疹ワクチンを接種しやすい環境を
整えます。

【助 成 対 象】 接種日現在、大田区に住民票のある50歳以上の区民

【対象ワクチン】 ①生ワクチン（ビケン） ②不活化ワクチン（シングリックス）

【助 成 金 額】 ①生ワクチン（ビケン） 5,000円
②不活化ワクチン（シングリックス） 10,000円/回、2回まで
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1億8 ,801万8千円

6,713万6千円

私立幼稚園において、子どもの安全・安心確保の取組として、送迎バスの
置き去り防止のため、安全装置の設置費用を補助するほか、施設内外で
の活動時の事故防止対策等に対する補助を行います。

送迎バスへの安全装置の設置費用や飛び出し事故の防止等に係る経費
を補助し、安全・安心な保育環境の整備を推進します。
また、登園管理システム等の導入経費を補助することで保育所等における

ＩＣＴ化を推進します。
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750万円

2,339万3千円

・長期休暇中の子ども居場所づくり補助事業

・こども食堂推進事業の補助

大学等へ進学する方を対象に、入学前の３月に一人15万円を給付します。

※成績要件を4.3以上から4.0以上に緩和

夏休みなどの長期休暇中に、「学習支援」や
「子どもの居場所づくり」を行う団体等への補助

「こども食堂」の継続的・安定的な活動を支援するため、活動費の一部を補助

子どもが夢や希望を持つことができる地域共生社会の実現

子ども生活応援基金活用事業

大学等進学応援基金活用事業
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区はヤングケアラーの実態を把握するため、こども本人を対象としたアンケー
ト調査を実施します。あわせて、ヤングケアラーについてわかりやすくまとめたチ
ラシを作成し、対象児童に配布することで周知啓発を図ります。

984万5千円

①調査対象者：区立小４～区立中３、高校生世代

②調査方法

・小中学生

学校を通じて調査票を配布、回答はインターネット

・高校生世代

調査票を郵送、回答はインターネット
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Ⅲ ポストコロナを見据えたにぎわい事業

平和都市宣言記念事業
「花火の祭典」

新スポーツ健康ゾーン活性化事業

セーラム市との交流 龍子記念館企画展
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7 ,798万6千円

新型コロナの影響等で開催を見送ってきた大田区平和
都市宣言記念事業「花火の祭典」を平成30年度以来、
５年ぶりに開催します。

【ポストコロナを見据えたにぎわい事業】

開催日：令和５年８月15日（火）

1 ,978万6千円

東京２０２０大会のブラジル事前キャンプ地となった
ビーチバレー場を活用し、スポーツと国際文化を体感でき
るイベントを実施します。また、大会で使用された大田ス
タジアムと大井ホッケー競技場にて誰もが気軽に参加で
きるランニング大会を開催します。
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新型コロナの影響により延期していた友好関係にある
諸都市との交流を再開します。
交流を通じて区民の国際的視野を広げるとともに、

多様な文化についての理解を進め、「国際都市おおた」
の推進に繋げます。

513万7千円

1,062万7千円

大田区を拠点として活動する現代アートコレクター等と
連携し、川端龍子の作品との地域連携企画展を開催
します。洋画や彫刻、現代アートなど、ジャンルを超えた
展示を通して、龍子の作品の魅力を発信し、幅広い年
齢層の来場者に満足いただける展覧会とします。
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３

１ 新空港線（蒲蒲線）について

２ 勝海舟生誕200年記念

【新空港線ショート動画】

【勝海舟記念館ＨＰ】



大 田 区

令和５年５月16日


